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          障害者自立支援法は、４月から『障害者総合支援法』に変わります
　２００６年から施行された障害者自立支援法は、
民主党政権になったとき、“廃止して新たな制度を創
設する”との方針が示されました。それ以来、当事者
団体の参加も含めた『障がい者制度改革推進会議』
で検討されてきましたが、昨年の国会で『障がい者
の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための
法律（障害者総合支援法）』として成立し、この4月
から施行されます。
　名前のとおり、障害者自立支援法では 「身辺自立
や職業自立」といった用語が多く、支援の中でも指
導・訓練といった、どちらかと言うと就労に向けて
力の入った制度設計になっていました。 
　今回の法律の変更は、障がい者制度改革推進会議
の議論もうけてはいますが随分と骨抜きになったと
の指摘もあります。しかし法律の理念のところでは、
障がい者サービスと地域支援事業によって、「日常
生活及び社会生活を総合的に支援する」と規定され
地域生活をする上で支援が受けられ易くなっていき
そうです。
　これまでとの違いは、制度の谷間を埋めるため障
がい者の範囲に難病等を加えたことや、重度訪問介
護を知的障がいや精神障がいの方へも対象拡大され
ます。ケアホームがグループホームに一元化される
ことになりました。市町村には障がい者等のニーズ

把握を行なったうえで障がい福祉計画を作ること
が義務付けとなります。　
　大きく変わるのが、障がい程度区分の名称と支
給決定です。名称は「障がい支援区分」に改まり
判定に用いられてきた認定調査項目も知的障がい
や精神障がい者の状況をより反映したものに見直
されることになっています。
　障がいの軽重を捉えるのではなく、障がい者等
の障がいの多様な特性、その他の心身の状況に応
じて必要とされる標準的な支援の度合を総合的に
示す名称への変更のようです。実際には２６年4月
から3年程度をかけて順次移行される計画です。
　また、同じように４月から『障害者優先調達推
進法』が施行され、都道府県、市町村及び地方独
立行政法人は、障がい者就労支援施設等から必要
な物品等の調達を優先的に行なうことが義務づけ
られます。毎年度調達方針を策定し、年度終了時
には実績を公表することとなっています。対象と
なる障がい者支援施設には、ポレポレのような就
労継続支援Bはもちろん、生活介護事業所、小規
模作業所も含まれています。これからの作業提供
にあたっては、こうした動きもにらんだ製品づく
りが求められそうです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　【山田久】
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　　♥♥♥成人おめでとう　生活介護（ほんそご班）の成人を祝う会♥♥♥

　こだまの生活介護「ほんそご班」の誕生にあわせて、利用開始になった方が、今年成人式を迎えました。お
めでとうございます。これまでもこだまでは、成人になった方をみんなで祝おう！という手作りの成人を
祝う会を開いてきました。今年も色々な案が出ましたが、木曜日の活動で交流のある“幸の会”さんの力を
借りて、歌あり踊りありの『成人を祝う会』を企画しようということになりました。
　 当日は雪でしたが、ご両親、幸の会の皆さま、生活介護、ほんそごのメンバーが集まり予定通り開くことが
できました。ほんそご職員の手作りの真っ白いドレスに身を包んで新成人が入場、その後幸の会さんからの踊
りや、ゲームで盛り上がりました。生活介護の利用者さんからもダンスの披露があり、みんなお祝いの気持ち
を表現してくださいました。
　 思い返せば、こだまに来られたばかりの頃は食事量も少なく、こだま以外での場所では食事ができませんで
した。今では、毎食ほぼ完食で、外食もできるようになられました。また、トイレに行きたい、空気を換えて

欲しい等々の要求もしてくださるようになられました。
　ご両親はどんなお気持ちで成人の日を迎えられたことでしょう…。　　　
今までたくさんの出来事があった事と思います。それをご家族一つになって
乗り越えてこられ、今に至ると思います。一緒に過ごさせて頂く中でたくさ
んの愛に包まれて育てられた事が伝わってきて、私たちも幸せな気持ちにさ
せられます。これからも、そのご両親の気持ちを大切にご本人、ご家族に寄
り添った支援ができるよう心掛けたいと思います。
　本当におめでとうございます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【池添純子】

　　『まいわ』誕生秘話・・・クッキー工房の新製品開発に携わって　　
　今年のバレンタインにあわせて、クッキー工房よ
りついに新しい商品が完成しました。時々クッキー
班の作業に入ったり、販売に一緒に行かせてもらっ
たりしていて、新製品の話はクッキーの担当職員と
何度もしていました。試作も作ったりもしました。
でもなかなか、新しい物を作っていくのは大変で
す。１月のある日、また作業に入ることになりまし
た。その時も新製品の話になりました。前日に米粉
をつかったパンを食べたのを思い出し、半ば強引に
「米粉でドーナツつくりましょう」と提案しまし
た。後はクッキー班任せなのですが・・・。シリコ
ン製の抜き型も手に入り、試作を作るまではトント
ン拍子で進んでいきました。出来上がったドーナツ
は見た目も味も職員のなかでは好評価でした。そし
て早速、バレンタインギフトに採用されることにな
りました。　商品になると決まった時は、本当にう
れしくてこっそり枕を濡らしたかもしれません。
（それは話の盛り過ぎ？真実は僕のみぞ知るですが

本当にうれしかったです）みんなで協力して一つの
製品を作る。その中に自分がいる。  そして食べた
人においしいと喜んでもらえる。 その事に自分が
関われたことがすごく嬉しいです。感動です！

　こうして出来たこめ粉ドーナツは「まいわ」と名
付けさせてもらいました。出雲弁で「うまい」そし
て米の「まい』ドーナツの輪、人の輪。こめこドー
ナツ「まいわ」これからクッキーともどもよろしく
お願いします。反省やこれからの課題などまだまだ
たくさんありますが、一つ一つみんなでクリアーし
ていきたいと思います。

　この経験をものづくり班でも生かしていきたいで
す。そしていろんなアイデアがでてくるように自分
の引き出しを増やしていけるようにしたいと感じま
した。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【井川樹】　
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サービス部からの報告
　　本物の活動をつくる・・・
　2月11日。祝日の生活介護はお弁当がお休みで
す。活動を考える際に「食事をどうするか」はい
つも考えるところです。今回も「主体的にとりく
み、楽しむことができる活動」を考えていくこと
にしました。「これだ！」と思う企画はたいてい
職員間の冗談話やざっくばらんに話をしていると
きにうまれてくるものです。意図的にそんな話が
もてるような職員集団をつくることも大切かもし
れません。
　そんな雑談？の中で企画になりそうだったのが
「料理対決をしては？」という話でした。その話
題の中で盛り上がったのが「料理の鉄人」という
番組の話でした。当時の番組を「こだま版」とし
て再現してみようと企画を考えはじめました。
　こだま版では職員が「鉄人」に扮し、料理をつ
くるという企画のベースはできていたものの、そ
れだけでは何か物足りなく、ただ見るだけの部分
が多い・・・。そもそも利用者同士で対決ができ
ないか？そんなことも考えるようになりました。
日頃の活動の中で私たちが知っている利用者の得
意なこと。紙ちぎりが得意、包丁を扱うことが上

手、道具を上手に使え
る、つまむのが上手。
　一人ひとりの上手を
いかし、利用者も料理
対決をすることにしま
した。対決メニューは
「サラダ」。レタスち

ぎり、水菜きり、トウモロコシ缶の缶詰切り、ミ
ニトマトのへたとり等。一人ひとりの上手をいか
し、やっていくと最終的にすてきなサラダが出来
あがるという活動を用意しました。
　こういう企画には、場を盛り上げる職員が必須
です。当時の番組と同じオープニング曲で入場し
「私の記憶が確かならば・・・」といった名台詞
ではじまります。鉄人に扮する職員たちも「楽し
んでもらう」ために、事前の買い出しや調理はも
ちろん演出を考えいろいろな仕込みをしました。
準備している職員の姿はなんとも楽しそうで、エ

ネルギーを感じ、きっと楽しいものになる！と期
待しました。
　さて、本番。利用者による料理対決は、まるで
運動会のように盛り上がり、素敵なサラダが完成
しました。対決はみんな真剣そのもの。見ている
利用者も職員も声をはりあげて応援していまし

た。
　職員による鉄人料理
対決は、「麺」を食材
テーマにして、焼きそ
ば、ラーメンをそれぞ
れがつくりあげまし

た。「焼きそば」では、繊細で華麗な調理をみせ
つけながら、利用者へのアピールも忘れていませ
ん。焼きそばの香ばしいかおりを観客席に届けよ
うと手作りの「大きなうちわ」で仰いだり、焼き
そばの上には、ふわふわのオムレツと明太子が
のって、さらに食欲をそそらせていました。一方
の「ラーメン」は大胆さを売りに、水中ゴーグル
と水かきを身に着け、銛を持って「取ったどー
！」とカニやら魚やらを次々に食材を鍋に投げ入
れていました。豪快すぎて少し心配になりました
が、最終的には見栄えもすてきな「海鮮ラーメン
」ができ上がりました。
　利用者のみなさんは目の前で美味しそうなメ
二ューができあがろうとしているその場で、なん
ども声援をおくってくれました。そしてできた料
理はどっちがたべたいか？で判定しました。一人
ひとりの利用者に星形メダルをもってもらい、食
べたいメニューを作った鉄人に渡します。 本気の
活動とは、今回のように一見おふざけのようにみ
えることも本気になって考え取り組めば、「遊び
心」となり、活動がより面白くなることをあらた
めて感じることができました。
　楽しくなるであろう活動は、酵母のように素材
を膨らませる力が必要です。１人では難しくて
も、みんなで味付けしていく。そんな職員集団に
なっていきたいと思います。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　【川上太郎】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　こだま作品展　天神まめな館
　１月２０日から２週間、天神まめな館にて毎年
恒例になっている「こだま作品展示会」を開催し
ました。今回は素敵な絵を描いてカレンダーやT
シャツを毎年つくっている利用者の方の作品を中
心に生活介護＋ほんそごの製品も併せて展示しま
した。会場の準備に行くと、まめな館のスタッフ
の方達が「今日はありがとうございます。お持ち
していました。」と温かく出迎えてくれました。　
その笑顔で新たな力をいただいたわが展示会準備
班のメンバーは早速、準備と思いきやスタッフの
方の「まずはお茶をどうぞ」の言葉に誘われ、ま
ずはお茶タイムに入りました。しかし、このお誘
いが結果的にはみんなの緊張感をほぐす良いキッ
カケとなりその後の準備では効率よく手順をふん

で準備を進める事が
できました。壁いっ
ぱいに迫力のある絵
が並び下の机には、
生活介護やほんそご
班の作業製品が並ん
で展示会の雰囲気が

出てきました。　　壁にかかっている迫力ある作
品は、見学の方があるたびに『素敵ですねー』と
声をかけていただきました。今は造形などの活動
が少なくなっていますが、今回を機会にまた積極
的に取り組みたいと思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　

　しまね花の里ヘ行ってきました
　　　　　２月２２日（金曜日）

　生活介護では今月の
お楽しみ企画として
「しまね花の郷」へ森
のクラフト展と冬の
チューリップを見学に
行ってきました。少し
風は冷たかったのです
が時折、太陽も顔をの

ぞかせては青空を演出してくれて春の訪れを感じ
ながらの一日となりました。冬のチューリップは
素敵でした。まさか、２月にチューリップが直に
見る事ができるなんて夢にも思いませんでした
が、正真正銘のチューリップでした。ついつい、
みなさん、足を止めてはチューリップを背景に写
真を撮ったり、しばらく見入っていました。もう
一つのお楽しみの「森のクラフト展」は今後のも
のづくり班の新製品を作るうえでたいへん参考に
なりました。かずら使った籠や木の実を使ったオ
ブジェの数々がズラリと並んでいました。どの作
品からも木のぬくもりがあふれだし見るだけでも
心がポカポカと癒されました。私たちもこの作品
に負けないような製品をどんどん作っていこうと
思いました。　　　　　　　　　　【渡部健史】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
『普通に生きる』DVD上映会を行ないました
　富士宮市のでらーとの活動を描いたDVDを借りて、2月27日
(水）にいきいきプラザの一室で内部研修という形で上映会を開催
しました。DVDを観ていくと、利用者さんのたくさんの笑顔が印
象的でした。私が一番心に響いた場面は成人式を迎えられた息子さ
んを前に昔は誕生日なんかめでたくない、障がいをずっと受け入れ
られなかった、そんな言葉をお父さんが言われたところです。立派
に成人を迎えられた息子さんに、『ありがとう』と言っている姿は
印象的でした。利用者や保護者の方には沢山の思いがあります。そ
れに気づかされ、利用者の方がまた明日もここに来たい、保護者の

方が「この事業所だったら我が子を行かせたい！」、そして生き生きと日中活動を送ることができるよう
な、日々満足していただけるサービスを提供できるように自分磨きに励んでいきたいと思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【野津拓馬】
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　◯◯ポレポレ近況◯◯
　 ポレポレのお弁当の注文数が多くなっていま
す。1月・2月にはたくさんの特注弁当の注文もは
入りました。 毎日、午前中の弁当製造の時間はて
んてこ舞いの忙しさです。 たくさんのお弁当箱が
並ぶ中でも集中して盛り付けをされ、気がつけば
「あっ」という間に盛り付けが終っています。忙
しさの中でもお弁当の盛り付け具合などには気を
つけています。その甲斐合って、最近はお客様に
「このおかず美味しかったよ。」「きれいに盛り
付けてあるね。」といった言葉をいただけるよう
になってきました。本当に元気・やる気の出る言
葉です。また「夕方おかず」の売れ行きも好調で
す。単身の方やご家族など幅広く注文をいただい
ています。今後もポレポレ一丸となってお客様に
喜んでいただけるお弁当作りをしていきたいと思
います。

　1月には成人をむかえられた利用者がいます。ポ
レポレへの通所をはじめて2年が経ちました。今で
は仕事の流れや自分の役割をきちんと理解し、率
先して仕事に取り組んでおられます。みんなの寄
せ書きとプチ化粧品を成人のお祝いとして渡しま
した。これからもっともっと素敵な大人になって
ほしいと思います。
また、これまで送迎をしていた利用者が年明け
からバスを使って通勤を始めました。現在は月曜
の朝に通所支援を利用してヘルパーさんと一緒に
通勤していますが、今後は自分一人でできるよう
に支援していきたいと思います。夕方の時間を利
用し、運動を行っている利用者さんもおられま
す。
そのほかの利用者さんも盛り付け・片づけなど
以前と比べると格段にスピードも上がり、かつ正
確で丁寧になっておられます。日々できることの
幅が広がっていく姿を常に最前線で体感できる私
たちは毎日、感動しっぱなしです。しかし感動し
ているだけでなく、今後は利用者さんとともにレ
ベルアップをしたいと思います。もっともっと皆
様に喜んでいただけるお弁当作りができるよう
に・・・。　　　　　　　　【森山宏之】　　　　　　　　　　　

　　ヘルパー奮闘記

　最近流行のアプリを使った支援・・

　 いつもならヘルパーからの問いかけにも笑顔で
こたえてもらえるのに・・・。　　　　　　　　

　 その日の彼女はどんなことを言っても　 どんな
に誘っても　うんとも　すんとも　こたえてくれ
ません。何を言いたいのか　何をしたいのか　何
がいやなのか本当の気持ちを聞きたくて、ネコの
力を借りることにしました。ネコと言っても我が

家のネコではありませ
ん。

　 そうです、最近流行の
アプリです。

　 iPodtouchの「Talking Tom」ネコのトムが,　
こちらが話す通りにまねてしゃべります。ネコ好
きなこともあり、以前これをつかって会話をした
時にとても楽しそうでいつもより話がはずんだこ
とがありました。

　そんなことがあったので、もしかすると話して
くれるのではないかな？と思ったからです。

　まずヘルパーが、彼女に聞きたいことをトムに
向かって話しかけます。するとトムが、ヘルパー
が言ったとおりにしゃべります。彼女はトムが
言った質問に、すぐにトムに向かってこたえま
す。　するとトムが、彼女が言ったとおりにしゃ
べります。それを聞いてとても満足そうな彼女で
す。　なんだかまわりくどいような会話ですが、
さきほどのだんまりが、うそのように話だす彼女
の姿にほっとしました。ネコのちからを借りて、
本当の気持ちも少し聞き出すことができました。　

　でもどうしてネコに向かってなら言えるので
しょう？。

　こんな方法もあってもいいのかなとおもった日
でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　【岩田里美】　　　　　　　　　　　
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たまには弱音を吐いてみよう
　長い人生の中では、家庭のこと、仕事のこと、人間関係など色々と大変な事
があります。責任感の強い人ほど人には任せられず、なんとかしようと一生懸
命頑張ります。周囲もその人に任せておけば安心だと思うようになり、本人も
そこにやりがいを見出し、ますます頑張りますが、だんだん自分だけのやり方
が出来てきて「この方法が一番良い」という考えから抜け出せなくなり、人の
意見が聞けなくなってしまいます。
　 そうなると順調な時は良いですが、何かトラブルなどがあった時は大変で

す。いつも頑張っているのに、それ以上の頑張りが必要になり、自分に余裕がなくなり、イライラしてい
ろいろな事がうまく行かなくなってしまいます。『こんなに頑張っているのに、まわりの誰もわかってく
れない』と思うかも知れませんが、周りの人は気がついていない事が多いのです。言葉に出して話さなけ
れば、あなたの気持ちや考えは誰にもわかりません。自分の気持ちや考えを整理するためには人に話して
みる事が必要です。また逆に、本人はとても頑張っているのに、周りからは、『ちっとも頑張っていな
い』と思われたりすることもあります。本人はとても頑張っているのだけれど、頑張り方がわからない
（まわりから認めてもらえるような方法ができていない）だけかもしれません。
あなたの事は、あなた自身しかわかりません。辛いときや、苦しい時、悩んでいる時は誰かに話してみま
しょう。もちろん話す相手を選ぶ必要がありますが、打ち明けられた人は話してくれた人の気持ちを大事
に受け止めて大切にする事です。話を大きくしたり、別のひとにおもしろおかしく話したりしてはいけま
せん。それは必ず自分に返ってくると思いましょう。
短所は長所でもあるのですから、弱いところも認め合い助け合って行く事が必要です。いろいろな人が居
るから良いのです。たまには弱音を吐いて見ませんか？　きっと、また頑張る力が出てきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【伊藤和枝】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページをリニューアルしました　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みなさま！！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こだまのホームページがリニューアルいたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「見やすく」そして「わかりやすく」をモットーにこれから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も情報を発信していきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回は最近流行のスマートホンやモバイル端末からも見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やすくなっています。通勤時間の間や、お昼休憩などに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チェックして下さいね。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２月１８日に新しくなり、見ている方のカウンターが出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るようになりました。毎日多くの方（１日あたり１0０人
程度）がこだまのホームページを見ていることに驚いています。見ていただいた皆様が飽きることがない
ように、新しい情報をどしどし載せて、そして、他の事業所のいいところを見つけてはすぐにでも紹介し
ていきたいと思っています。また、今後も毎日の活動内容やブログなどはこれまで同様続けていきます。　
　 まだまだ発展途上のホームページですが、これからお役立ち情報なども掲載し、充実していけるように
頑張ります。
　　まずは、こちらから→   NPOこだま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【田崎優】　　　　　　　　

http://www.npo-kodama
http://www.npo-kodama

